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■-----------------------------------------------------------------
       第５６回理論応用力学講演会
------------------------------------------------------------------■
 ◆日　時　　３月７日（水）～３月９日（金）
 ◆会　場　　日本学術会議講堂
 ◆主　催　　日本学術会議機械工学委員会・土木工学・建築学委員会
　　　　　　合同ＩＵＴＡＭ分科会
 ◆次　第
  １．挨拶
    ３月７日（水）13:00～13:15
　    日本学術会議機械工学委員会土木工学・建築学委員会
　　　　　　　　　　　　　　合同IUTAM分科会委員長　小林敏雄
　    第56回理論応用力学講演会運営委員長　宮内敏雄

  ２．特別企画
   ○特別講演
     3月7日（水）13:15～14:15　
　     PL1　ナノエンジニアリングのための計算固体力学　
     3月8日（木）13:15～14:15　
       PL2　台風研究の諸課題―地球温暖化の観点から―講師　
     3月9日（金）13:00～14:00　
　     PL3　地震防災への貢献～E-ディフェンスを活用した耐震実験研究～
   ○パネルディスカッション
     3月7日（水）14:30～17:00　
　     PD1　ものづくりの現場における最適化技術―現状と将来に向けての課題―
     3月7日（水）14:30～17:00　
　     PD2　大規模シミュレーションと大規模可視化 
     3月8日（木）14:30～17:00
　     PD3　台風の発生過程および数値シミュレーション
     3月8日（木）14:30～17:00
　     PD4　流れの粗視化とシミュレーション

  ３．研究発表
    オーガナイズドセッション（合計224件）
    一般セッション（合計56件）

 ◆本講演会に関する詳細情報は下記ＨＰに掲載されています。
　　　全体：http://www.jsme.or.jp/nctam/
　　　プログラム：http://www.jsme.or.jp/nctam/Program-j.html
 ◆参加申込、問い合わせ先：
　　幹事学会事務局
　 （社）日本機械学会　総合企画グループ　高橋正彦
    〒160-0016　東京都新宿区信濃町35番地
　    信濃町煉瓦館5階
     電話（03）5360-3505　FAX（03）5360-3509　
     E-mail　nctam＠jsme.or.jp


■-----------------------------------------------------------------
         情報学シンポジウム　テーマ「情報学の未来」
-----------------------------------------------------------------■
 ◆日　時：３月１６日(金)　１４：００～１７：２０　
 ◆会　場：日本学術会議講堂
 ◆主　催：日本学術会議情報学委員会情報学推進分科会

 ◆スケジュール
  10:30-11:00　
　  挨拶および情報学推進分科会の紹介　
　  情報学委員会委員長　坂内正夫（国立情報学研究所）
  11:00-12:30
　  テーマ１：　ユビキタス／情報ネットワーク／security & dependability
    「空間と情報の境界をなくすユビキタス空間情報（仮題）」
      （ユビキタス空間情報社会基盤分科会）坂村建（東京大学）（予定）
　  「ネットワークはどこまで広がるか（仮題）」
　　  （情報ネットワーク社会基盤分科会）青山友紀(慶應義塾大学)　　　　
　  「情報を守りきれるか（仮題）」
　　  （拡大セキュリティ分科会）今井秀樹（産業総合技術研究所）
  12:30-13:30　昼食
  13:30-15:00
　  テーマ２：　ウェブ・メディア／E-サイエンス／国際サイエンスデータ
　  「情報爆発と情報大航海の潮流」
　　  （ウェブ・メディア社会基盤分科会）喜連川　優（東京大学）
　  「日本におけるＥ－サイエンスおよび情報基盤形成の現状と課題」
　　  （E-サイエンス推進分科会）西尾 章治郎（大阪大学）
　  「世界のデータベースの覇権、知財権、使用権の動向とデータ科学の役割」
　　  （国際サイエンスデータ分科会）岩田　修一（東京大学）
  15:00-15:20　休憩
  15:20-17:20　
　  テーマ３：　新分野領域／バイオインフォマティクス／脳と意識／教育問題
　  「情報学新領域創成を目指して」
　　  （情報関連新分野創成分科会）武市 正人（東京大学）
　  「生命を理解するための情報技術戦略」
　　  （バイオインフォマティクス分科会）宮野悟（東京大学）
　  「脳は意識しているか」
　　  （脳と意識分科会）苧阪直行（京都大学）
　「国際競争力強化のための人材モビリティ環境の確立」
　　（情報関係教育問題分科会）東倉　洋一 （国立情報学研究所）

 ◆詳細は、以下のＵＲＬにも掲載していますので御参照ください。
　　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/32-s-3-1.pdf

 ◆担当　情報学委員会幹事　土井美和子(東芝)
      ＊　内容は都合により変更になる可能性があります。


 ◆申し込み先： SCJ-joho@nii.ac.jp に
　　　　　　　　「情報学シンポジウム2007、氏名、所属」
　　　　　　　　 を送付下さい。
　             　先着130名、定員を超えた場合のみ御連絡致します。


■-----------------------------------------------------------------   
 　   地域科学技術理解増進活動推進事業「機関活動支援」の
　       平成１９年度募集について
------------------------------------------------------------------■
　 独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）は、平成１９年度より開始する
 「地域科学技術理解増進活動推進事業」において、「機関活動支援」の募集
  を行っています。

　 これは「地域の科学舎推進事業」の一環として実施するもので、大学・公
 的研究機関や学協会等が開催する、地域において身近な場で行われる体験型・
 対話型の科学技術理解増進活動（実験・工作教室やシンポジウム、サイエン
 スカフェなど）を支援します。

 ◆詳細は以下のホームページをご参照ください。
　　http://rika.jst.go.jp/chiikikagaku/19boshu.htm

 ◆本件に関するお問い合わせ先
   ご質問・お問い合わせはＦＡＸにて受け付けます。 
   その際の標題は「調査研究・モデル開発」と記入してください。
   ＦＡＸによる質問の送付先：０３-５２１４-８０８８


   ++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++   
   + 平成１９年度理科大好きボランティア支援の募集について +
   ++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

　  独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）は、平成１９年度より
   開始する 「地域科学技術理解増進活動推進事業」において、
  「理科大好きボランティ  ア支援」の募集を行っています。

　  これは「地域の科学舎推進事業」の一環として実施するもので、
  地域の児 童生徒や住民を対象とした科学技術に関する体験型・
  対話型の学習活動等を 推進するため、こうした活動に個人で
  取り組む科学ボランティアを支援する ものです。
    お知り合いでこうした活動をされている方へも是非お知らせ下さい。

  ◆詳細は以下のホームページをご参照ください。
　　 http://rika.jst.go.jp/rikadaisuki/top19.htm

  ◆支援に関すること・データベースへの登録につきましては
　  下記にお問い合わせください。
  （JSTより委託を受け、事務局業務を下記団体が行っております。）
    （財）日本科学技術振興財団　振興事業部　理科大好き担当
     電　話：　０３-３２１２-８４９１
     ＦＡＸ：　０３-３２１２-８４４９
     E-mail：　rikasuki@jsf.or.jp

  ◆支援に関すること・事業全般につきましては下記にお問い合わせ
   ください。
　   科学技術振興機構　科学技術理解増進部　
　　    理科大好きボランティア支援担当　
     電　話：　０３-５２１４-７４９３
     ＦＡＸ：　０３-５２１４-８０８８
     E-mail：　ranger@jst.go.jp
